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No.7 書館通信 
読書週間終了しました！ 

10月27日（水）～11月9日（火）の読書週間にイベントを開催しました。 

図書館に来てくれたみなさん、ありがとうございました。期間中は、毎日 

来てくれた人もいて、大変盛り上がりました! 
（１１月４日・５日はお休みになり、楽しみにしていた人はごめんなさい。。。） 

クラス対抗！ガチャビンゴ結果発表 

本を借りると１回できるガチャビンゴは人気で、 

期間中、２３４回の利用がありました！ 

一日あたり、平均３３人の人がガチャを回しました。結果は… 
 

  1位★ 1年２組 ３ビンゴ +５リーチ 

  2位★ 1年5組 １ビンゴ +１リーチ 

  3位★ ２年２組 １リーチ            となりました。 
 

1位になった１年２組で、読書週間期間中の 

貸出が上位（マンガを除く）の１名には図書カードを、また、２位～６位の

５名には、ささやかな景品をプレゼントしました。参加して

くれた皆さん、ありがとうございました！ 

 

 
 

 

 

 

南高校の先生に、好きな本やおすすめの本を

教えていただきました！教頭先生をはじめ、８名の先生の

コメントを、コピー機近くの掲示板に、掲示しています。 

こちらは、読書週間終了後も掲示していますので、 

ぜひ読書の参考にしてください。 
 

先生おすすめの本展示は継続中 



新しい本は図書館に入って右手の「新着図書」の棚にあります。 

貸出中の場合は、予約ができます。お気軽におたずねください。 

日本のスポーツ界には、指導方法の一
つとして暴力が根付いているという。
この習慣を無くす方法を提案する。 

『森と樹木の秘密の生活』オラヴィ・フ

イカリ著，大出 英子訳、創元社 

『闇祓』 

辻村 深月著、KADOKAWA 

『ペッパーズ・ゴースト』 

伊坂幸太郎著、朝日新聞出版 

中学教師の檀は、他人の未来が少し見え

る特殊能力を持つ。ある日生徒から２人

組が登場する小説の原稿を渡されて…。 

『夜が明ける』 

西加奈子著、新潮社 

15歳から33歳までの男同士の友情と成長

を描く。どんなに傷ついても、夜が暗く

ても、必ず明日はやってくる。 

『スポーツの世界から暴力をなく

す30の方法』土井 香苗ほか編、セーフス

ポーツ・プロジェクト監修、合同出版 

『解きたくなる数学 』 

佐藤 雅彦 著、岩波書店 

クラスになじめない転校生の要。親切に

接する委員長の澪だったが、何かがおか

しい…。本格ホラーミステリー。 

「ピタゴラスイッチ」制作メンバーが 

作った、論理的思考が身につく数学の問題

集。図や写真が豊富な23問を収録。 

新しい本が入りました！ 

図書館の貸出は朝９時１５分から可能です！ 

１１月２２日（月）から、図書館の本の貸出は９時１５分以降可能

になります。朝の時間は、貸出ができませんので、注意してください。 

１校時に授業での利用はできますので、先生の指示に従ってください。 

図書館が開いていれば、コピー機は利用できます。 

フィンランドの樹木専門家が、樹木の生態

に関する長年の研究を、図やイラストを多用

して解説する。貴重な版画や絵も見どころ。 

『呼吸の科学』 

石田 浩司著、講談社 
『星を掬う』 

町田そのこ著、中央公論新社 

夫から逃げるために千鶴が向かった「さ

ざめきハイツ」には、自分を捨てた母の

他にも２人の同居人がいた。共同生活は

思わぬ気づきと変化があり…。 

一生の間に６億～７億回するという「呼

吸」。酸素と二酸化炭素を交換する仕組み

や、運動時の呼吸、またメンタルとの関係

についてなど、普段無意識に行っている呼

吸の全てがわかる本。 

■『ミカエルの鼓動』柚月 裕子著、文藝春秋 

■ 『真夜中の底で君を待つ』汐見 夏衛著、幻冬舎  

■『Kの昇天』梶井 基次郎著，しらこ絵、立東舎  

■『傘のさし方がわからない』 

  岸田 奈美著、小学館    

■『神様の御用人10』浅葉なつ著、KADOKAWA 

■『倒産続きの彼女』新川 帆立著、宝島社  

■『ナイチンゲールの「看護覚え書」』 

 金井 一薫編著、西東社  

■ 『図解でわかる時事重要テーマ100』 

 日経HR編集部編著、日経HR  

■『世界ピクト図鑑』児山 啓一著、ﾋﾞｰ･ｴﾇ･ｴﾇ 

■『小論文これだけ!模範解答人文・情報・教育編』 

 樋口 裕一著，大原 理志著、東洋経済新報社 


